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研究成果の概要 

 本研究では、免疫細胞が持つ機能を理解し、工学技術と融合することによって効果的に利用し、早期

のがん診断やがん治療を達成する免疫細胞モジュールを開発することを目的とする。本年度は、センサ

モジュールとトランスデューサモジュール、治療モジュールについての検討を進めた。センサモジュー

ルとトランスデューサモジュールについては、がん細胞の環境下に存在する免疫細胞の応答挙動を明

らかにするために、胃や結腸、肝臓、肺などの様々な臓器由来のがん細胞をそれぞれ培養し、これらの

がん細胞の環境下で免疫細胞が産生する物質の種類や量などの応答挙動を評価した。その結果、免疫細

胞が産生する炎症性や抗炎症性のサイトカイン、ケモカイン、発現するたんぱく質など、種々の応答が

がん細胞の種類に応じて異なることを明らかにした。また、免疫細胞の応答により産生される物質を高

速・高感度に検出するためのマイクロデバイスシステムの開発を行った。具体的には、マイクロ加工技

術を用いて、免疫細胞を培養するためのマイクロ流路デバイスを製作し、流路中に培養した免疫細胞が

産生する免疫応答物質をその直後で検出するために、水晶振動子マイクロバランス（QCM）と直接接

続した。流路中で培養した免疫細胞に対して、種類の異なるがん細胞の培養上清をそれぞれ導入し、産

生物を評価した結果、がんの種類に依存する応答を検出することに成功した。 

一方、治療モジュールについての検証として、免疫細胞の炎症性・抗炎症性の反応を利用することを

検討した。具体的には、ヒトの末梢血から単離した単球を分化誘導した免疫細胞に対して、サイズの異

なる微粒子を投与した際の免疫応答を ELISA により測定した。その結果、投与するサイズや量が免疫

細胞の生死にかかわることやそれらに応じて免疫応答が変化することを明らかにした。今後も上記の

モジュールに関する検討・検証を継続して進める予定である。 
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